
新
春
を
迎
え
、
本
年
は
明
る
く
楽
し
く
ジ

ャ

ン
プ

を

す

る

年

だ

ろ

う

と

思

い
ま

す

。

浅

草

消
「

防

団

始

式
一

が

消

防

総
一

監

を

は

じ

め
、
台
東
区

長
、
大
勢
の

ご

来

賓

の

ご

臨

席

を

賜
り
、
挙

出

来

ま

し

た

事

を

心

よ

り

お

礼

申

し

上

げ

ま
す
．

極
鰯
″

今
年
の
抱
負
と
し
て
、
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
の
継
続
と
災
害

の
無

い
街
作
り
を
目
指
し

て
、
地
域
の
方
々
、
消
防
署
、
消
防
団
と
連
携
を

取

り

な

が

ら

行

動

し

て

行

き

ま

す

。

昨
年
の
四
月
に
団
長
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

っ

て
東
京
都
第
六
方
面
支
部
長
、
東
京
都
消
防
協

会
理
事
に
な
り
会
議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
五
年

浅

草

消

防

団

始

式
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わ

が

町

を

わ
が
手
で
守
０

静
　
賄
　
団

東
京
の

消
防
団
の

ス
ロ
ー
ガ
ン

皆
様
　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。浅

草
消
防
署
で
は
、
令
和
四
年
十
月
二
日

（日
）
に
管
内
に
お
い
て

「火
災
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
千
日
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
月
十
日
の
会
議
後
、
令
和
四
年
度
の
優
良

消
防
回
と
し
て
浅
草
消
防
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。昨

年
は
平
日
に
破
壊
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
体
験
訓
練
で
し
た
。
こ
の
春

に
は
土
日
に
訓
練
を
設
定
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
団
員
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
出
会
い
が
あ
り
　
他
者
の
気
持
ち
や

振
る
舞
い
を
直
接
日
の
当
た
り
に
し
て
学
ん
で

行
く
、
自
助
　
共
助
　
公
助
で
安
全
安
心
な
地

域
社
会
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
防
火
防
災

の
取
り
組
み
を
、　
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
知
識
技
術
を
修
得
し
て
、
消
防
協
働
団
体
と

の
連
携
の
強
化
、
情
報
交
換
を
通
じ
て
三
位

一

体
と
な
り
、
団
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
．

お
わ
り
に
、
消
防
団
活
動

へ
の
ご
協
力
の
お

願
い
と
、
皆
様
方
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

連
携
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
地
域
の

安
全
　
安
心
の
確
保
の
た
め
、
ビ
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
を
迎
え
ま

す
。
よ
り

一
層
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
、
首
都
直

下
型
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
激
甚
化

す
る
豪
雨
災
害
な
ど
に
対
し
て
、
浅
草
消
防
署

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
精
強
な
消
防
部
隊
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
皆
様
と
更
な
る
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
お
過
ご
し

い
た
だ
け
る
よ
う
挙
署

一
体
と
な
っ
て
、
街
の

安
全

安
心
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ビ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼  口 ′日 明 Щ 距 コ

こ
の
こ
と

は
、
我
が

街
を
災
害

か
ら
守
り

た
い
と
い

う
情
熱
を

原
動
力
と

し
て
、
地

道
に
消
防

団
活
動
を

実
践
し
て

い
た
だ
い

て
い
る
浅

草
消
防
団

と
の
強

い

新
入
団
員
紹
介

写
真
は
向
か
っ
て
右
よ
り

梅
津
　
忠
和
　
　
（第
二
分
団
）

高
橋
　
千
聡

　

（第
三
分
団
）

廣
日
　
美
咲

　

（第
三
分
団
）

坂
谷
　
雄
也
　
　
（第

一
分
団
）

三
浦
　
弘
直

令
和
五
年

一
月
十
五
日

浅
草
消
防
団
始
式
挙
行

艤
輝
為
一



『
消
防
総
監
賞
」

０
功
績
表
彰

本
　
　
団
　
分
団
長
　
　
西
井
　
敏
彦

０
優
良
表
彰

第

一
分
団
　
班
　
長
　
　
重
岡
　
卓

第

一
分
団
　
団
　
員
　
　
新
谷
　
修
宏

新
入
団
員
代
表
挨
拶

第
二
分
団
　
梅
津

忠
和

伝
統
あ
る
浅
草
消
防
団
に
入
団
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
始
式
で
は
新
入
団
員
代
表
と
し
て
決

意
宣
言
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
光
栄
に
存
じ

ま
す
。

浅
草
消
防
団
員

の

一
員
と
な

っ
た
か
ら
に

は
、
日
々
の
訓
練
に
励
み
　
私
が
育

っ
た
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
地
域
や

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
と
い
っ
た
周

囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
助
け
合
う

「共
助
」

が
様

々
な
災
害
で
は
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

近
年
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
大

地
震
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
災
害
に
対
す
る

知
識
　
技
術
を
自
ら
率
先
し
て
学
び
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
の
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
で
す
。

そ
し
て
学
習
し
た
こ
と
を
地
域
に
発
信
し
、

災
害
に
対
す
る
免
疫
を
地
域
が
自
ら
底
上
げ
す

る
事
を
目
指
し
て
、
全
力
で
手
助
け
で
き
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

０
防
災
訓
練
指
導
業
務
功
労
表
彰

本
　
　
団
　
副
団
長
　
　
新
井
　
寛

『
防
災
部
長
表
彰
』

０
防
災
訓
練
指
導
業
務
功
労
表
彰

第

一
分
団
　
副
分
団
長
　
　
佐
藤
　
充
弘

第
三
分
団
　
部
　
長
　
　
大
澄
　
隆

『
台
東
区
長
表
彰
』

０
三
０
年
勤
続

本
　
　
団
　
副
団
長
　
　
杉
山
　
年
昭

第

一
分
団
　
分
団
長
　
　
高
　
　
勝
巳

第
二
分
団
　
副
分
同
長
　
　
エユ
川
　
浩
司

〇
二
五
年
勤
続

本
　
　
団
　
分
団
長
　
　
西
井
　
敏
彦

第
三
分
団
　
分
団
長
　
　
佐
久
問
　
明
男

〇
二
〇
年
動
続

第
二
分
団
　
副
分
団
長
　
　
浅
見
　
隆
行

第
三
分
団
　
副
分
団
長
　
　
竹
村
　
佳
昭

第
四
分
団
　
班
　
長
　
　
布
施
　
義
浩

０

一
五
年
勤
続

第
二
分
団
　
班
　
長
　
　
黒
田
　
陣
弥

第
四
分
団
　
班
　
長
　
　
齋
藤
　
充
広

第
四
分
団
　
班
　
長
　
　
二
見
　
圭

一

０

一
〇
年
勤
続

第
四
分
団
　
団
　
』員
　
　
雨
宮
　
哲

優
良
賞

第

一
分
団
　
班
　
長
　
　
重
岡
　
卓

第

一
分
団
　
班
　
長
　
　
自
川
　
貴
康

第
二
分
団
　
団

［貝
　
　
土
日
　
一几
基

第
三
分
団
　
団
　
員
　
　
古
澤
　
幹
寛

第
三
分
団
　
団
　
員
　
　
士
日
田
　
忠
史

第 第

分 分
団 団

団 団

［貝
　
　
土
田
　
一九
基

［貝
　
　
吉
日
　
忠
史

『
台
東
区
長
感
謝
状
』

○
台
東
区
長
家
族
感
謝
状

藤

倉

　

郁

子

　

様

（第

一
分
団

番

量

言

班
８

横

山

　

愛

　

　

様

（第

一
分
団

検
山
清
孝
部
８

沼

　

　

幸

子

　

様

貧

一・秀

団

沼
邦
彦
部
こ

伊

藤

　

道

代

　

様

（第
四
分
団

伊
藤
寿
晴
冒

５

『
消
防
署
長
表
彰
』

○
成
績
優
秀
分
団

第
三
分
団
　
分
団
長
　
　
佐
久
間
　
明
男

○
成
績
優
秀
団
員

第

一
分
団
　
団
　
員
　
　
新
谷
　
修
宏

第

一
分
団
　
団
　
員
　
　
自
根
　
良
昭

第

一
分
団
　
団
　
員
　
　
水
田
　
吉
紀

第
二
分
団
　
部
　
長
　
　
蛭
間
　
衛

第
二
分
団
　
班
　
長
　
　
黒
田
　
美
白
紀

第
二
分
団
　
団

［貝
　
　
岡
野
　
多
加
男

第
三
分
団
　
副
分
団
長
　
　
駒
野
　
一
男

第
四
分
団
　
団
　
員
　
　
掛
川
　
暁
生

○
救
命
講
習
指
導
普
及
活
動
功
労

第

一
分
団
　
団
　
員
　
　
大
和
　
め
ぐ
み

『
消
防
署
長
　
消
防
団
長
感
謝
状
』

○
家
族
感
謝
状

黒

田

美

由

紀

　

様

（讐

秀

団

黒
口
陣
弥
班
長
）

齋

藤

　

泰

男

　

様

（第
四
分
団

斎
藤
充
広
班
こ

『
消
防
団
長
表
彰
』

〇
入
団
促
進
功
労

第

一
分
団
　
　
班
　
長
　
　
針
山
　
欣
之

第

一
分
団
　
　
団
　
』貝
　
　
新
谷
　
修
宏

『
消
防
団
長
感
謝
状
』

○
消
防
団
活
動
協
力
町
会
及
び
事
業
所

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
本
山
　
東
本
願
寺

ダ
ン
プ
レ
ス
　
編
集
委
員

☆
委

員

長
　
杉
山

年
昭

☆
副
委
員
長
　
西
井

敏
彦

☆
委
　
　
員

日

本

部
　
金
田

寿
美
枝

第

一
分
団
　
重
岡

卓
　
白
川
　
貴
康

第
二
分
団
　
渡
邊

雄
太
　
早
田

陣
弥

第
三
分
団
　
杉
山

党
人
　
沼

邦
彦

第
四
分
団
　
齋
藤

売
広
　
掛
川

暁
生

編
集
構
成
　
竹
村

佳
昭

編
集
後
記
　
　
　
　
　
第
二
分
団
　
渡
邊

雄
太

今
号
よ
り
杉
山
副
団
長
を
委
員
長
に
迎
え
、

よ
り
皆
様
に
、
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
い
ダ
ン

ブ
レ
ス
を
発
行
し
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

委
員
会
を
楽
し
み
な
が
ら
作

つ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
少
し
砕
け
た
お
話
し
や
　
生
活
の
た

め
に
な
る
様
な
事
も
載
せ
て
い
こ
う
と
苦
で
考

え
て
お
り
ま
す
。

各
分
団
に
委
員
が
お
り
ま
す
の
で
ご
意
見

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

消防団員 *募集 中 *
く 入団資格 >

O心 身ともに健康で、年齢 18歳以上の方

O 消防団の区域内に居住、又は勤務する方

【問合せ先】

浅草消防団 (浅草消防署内)

電話  03 (3847)0119


